
令和８年度 学校教育部 

第４期埼玉県教育振興基本計画 

令和６年度～令和１０年度 

豊かな学びで 未来を拓く埼玉教育 

埼玉県教育委員会教育行政重点施策 

新座市教育行政推進施策 

【新座市教育大綱基本目標】 

１ 家庭や地域が一体となった就学前教育の推進 

２ 生きる力の育成と質の高い学校教育の推進 

３ 心豊かで健全な青少年の育成の推進 

４ 生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の充実と地域の歴史・伝統・文化の継承 

５ 教育施設の整備・充実の推進 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

【新座市教育大綱基本理念】 

はぐくもう 共に生きる力と豊かな心 

～だれもが自分らしく幸せに生きるために～ 

 

特色あるにいざの教育活動の展開 
～学校教育における５つの指針～ 

（学力・豊かな心・体力・連携・文化） 

Aggressive innovation 
【UPDATE】 

特色ある教育施策 

○学力向上推進事業－研究委嘱、学校訪問の充実－ 

○体験活動推進事業－五感による学びの実感－ 

○総合的な不登校対策事業－支援体制の定着－ 

○コミュニティ・スクール、学校運営協議会の充実 

〇教育 DX の推進－教育データの利活用－ 

 

時代の要請に応じた教育施策 
○社会の変化を見据えた学びへの進化 

○「令和の日本型学校教育」の深化 

○総合的な児童・生徒支援体制の定着 

〇学校における働き方改革の推進 

〇ＳＤＧｓの達成に資する取組の充実 

① 学習指導要領の理念を踏まえた教育課程の編成 

・学習者の発達段階や学習状況、個々の特性等に応じ

た柔軟かつ効果的な教育システムの構築 

 （９年間の学びを見通した小中一貫カリキュラムの検討） 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

・「指導と評価の一体化」を踏まえた学習評価 

②各種調査等の結果分析に基づいた実効的な学力向

上プランの作成と活用 

③共生社会の実現に向けた誰一人取り残さない指導方

法の工夫・改善 

・少人数指導、習熟度別指導、ＴＴ、教科担任制等の導入 

・個に応じた柔軟な学習形態、単元構想の工夫 

・小学校第１学年副担任、大学生学習ボランティア等との連携 

・小学校英語講師及び中学校英語指導助手等との連携 

・ＩＣＴ環境(端末・ネットワーク・アプリ・電子黒板等)の効果的な活用 

④教育ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)の推進 

・スタディ・ログの利活用による個別最適化された学びの提供 

⑤メディア・リテラシー教育の充実 

・情報活用能力、論理的思考力、批判的思考力等の向上 

⑥教職員の資質・能力の向上 

・研究委嘱の推進  ・学校訪問の充実 

・各種研修会の充実（教科等主任研修会等） 

学力の定着 

①心豊かな児童・生徒の育成 
・発達支持的生徒指導の推進 
・中学校区ごとの小中連携、幼保小連携の推進 
・特別の教科 道徳、進路指導、キャリア教育の充実 
②総合的な不登校対策、いじめ対策の推進 
・いじめ防止基本方針による取組、スクールロイヤーによる研修 
・ＳＯＳ相談の周知と活用 
・ハートフル・シート、ピアサポーターの活用 
・ヤングケアラー支援の充実 
・教育相談員、学校カウンセラー、さわやか相談員、子どもと

親の相談員、新座市スクールソーシャルワーカーとの連携 
・教育支援ルームの充実、校内支援ルームの拡充、大学との連携 
③人権教育の推進 
④特別支援教育、インクルーシブ教育の推進 
・通級指導教室の指導の充実 
・巡回相談カウンセラーの派遣 
・特別支援教育支援員、介助員、介助支援員との連携 
・個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成と活用 
⑤外国籍児童・生徒への支援 
・日本語指導員、外国籍児童生徒サポーターとの連携 
⑥デジタル・シティズンシップ教育の推進 

豊かな心の育成 

①運動好きな児童・生徒の育成 

・運動の特性や魅力を味わわせる指導方法の工夫・改善 

②体力向上の推進 

・学校と家庭・地域の連携による体力向上策の推進 

・個に応じた体力の向上 

③新座市立中学校の部活動方針に沿った運動部活動の運営 

・部活動ボランティア指導員の活用 

④学校健康・安全教育の推進 

・食育指導の充実（肥満・やせの改善に向けた取組） 

・危機対応能力と自律性を高める安全教育の推進 

⑤国や県の施策を踏まえた教育活動の充実 

・運動好き、運動離れの二極化への対応 

・多様なニーズに応える活動の場の整備（持続可能

な部活動地域展開の推進） 

体力の向上 

① コミュニティ・スクール、学校運営協議会の充実 
② 地域学校協働活動における学校応援団の充実 
・学校、家庭、地域の連携強化 
③学校評価システムの効果的な活用 
④ホームページや教育ネットワークによる情報の共有 

家庭・地域との連携 
① 学校における文化に関する教育の充実 
・日本文化を理解して継承したり、異文化を理解し
て多様な人々と協働したりする資質・能力の育成 

②学校における芸術に関する教育の充実 
・音楽会、合唱祭の取組、作品展（図工・美術・書写）の取組 
③児童・生徒の「好き」を育み「得意」を伸ばす活動の場
の整備（地域協力団体等との連携） 

文化芸術の推進 


